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2008年 砧ホーム 機能訓練指導員
2013年 〃 介護主任
2015年 〃 介護部長
2017年10月 〃 施設長（兼看護師）

2023年 4月 友愛荘 施設長
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鈴木健太
淑徳大学 社会福祉学部 社会福祉学科卒

●東京都 介護現場革新会議 委員

●公益社団法人 全国老人福祉施設協議会 ロボット・ICT推進委員会 幹事

●社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 デジタル推進委員長

●国立開発研究法人 日本医療研究開発機構（AMED）介護ロボットポータルサイト相談窓口アドバイザー

●公益財団法人 テクノエイド協会 「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」モニター調査検討委員会 委員

●公益財団法人 東京都福祉保健財団 次世代介護機器選定委員会 委員

自己紹介

2015.3 介護リフト導入
2016.1 介護ロボット導入
2018.6  ICT記録ソフト導入
2019.12 ICTインカム導入

●看護師 ●福祉用具専門相談員

介護生産性向上推進室長

友愛十字会 鈴木健太

法人本部事務局
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1. ロボット・ICTの活用の背景

2. 活用の要点から学ぶ必要な準備

3. 導入に向けたリテラシーの向上
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本日のお話の内容
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1. ロボット・ICTの活用の背景
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【出典】令和5年度版高齢社会白書 「高齢化の推移と将来推計」（内閣府HP）より
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支える人が
急速に

少なくなる時代

支えられる人が
急速に
増えた時代

【根源的課題】40年以上続く少子高齢化（生産年齢人口の減少）
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【出典】上段：第9期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について（厚生労働省HP）より

介護職員は、

増えるどころか

減少に転じていた。

下段：介護報酬改定を中心とした介護保険制度をめぐる最新の状況
(厚生労働省 老健局 令和６年3月4日資料)より
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感染症に備えるBCP

自然災害に備えるBCP

担い手不足に備えるBCP

【出典】厚生労働省HPより
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介護サービスにおける業務改善の捉え方

【出典】「介護サービス事業（施設サービス分） における生産性向上に資するガイドラン」より

（生産性向上に資する取り組み）
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【出典】「介護サービス事業（施設サービス分） における生産性向上に資するガイドラン」より
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2. 活用の要点から学ぶ必要な準備
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【出典】「介護サービス事業（施設サービス分） における生産性向上に資するガイドラン」より

実機の試用は、
単に機器の使い勝手をみ
て終わるのではなく、①
「どうすれば使いづらい部
分が解決できるのか」を
検討し、➁「その使いづら
さが解決できれば導入の
選択肢となるのか」まで思
案することで、最適な機器
選定を実現し、組織の活
用力を養う機会としたい。
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通信環境

見守り支援機器 選定の留意点

メリット 事故防止
自立支援

自立支援
（事故防止）

安全系 バイタル系見守属性
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何を見守るのか？

何が期待できるか？

機器の選定より重要！
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とりあえず１台で
加算Ⅱ取得にお勧め！

ﾅｰｽｺｰﾙ経由
Wi－Fi経由(画像)  Wi－Fi経由

LAN経由



「費用」対「効果」の 方程式
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費用 効果＝

× 評価力
× 活用力

× 発信力

情報共有

SNS

発表会

委員会の機能
プロジェクトチーム
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介護職員
（介護現場）

ﾘｰﾀﾞｰ/主任
（中間管理職）

施設長
（管理職）

委員会

使い方のルール

ルールの不具合
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○率先して機器を
活用する

○活用ルールの更新
・運用上のルール
・共用上のルール
○報告を評価する
・頻回のアンケート

ヒアリング

○機器を活用する

○報告する
・使いにくさ
・効果

職員負担
利用者変化

（安全性・サービスの質）

○活用環境の整備
・活用目的の明確化
・活用ムードの創出
○進捗状況の把握と

内外への情報発信
○効果や変化の評価

とフィードバック
（活動を評価する）

継続的なルールの更新

1）活用力

プロジェクトチーム
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テクノロジー

・装着に時間が掛かる
・使いたい時にない
・エアポンプが落ちる
・ポケットが使えない
・汚れが気になる

介護現場の反応

・滑らかでイメージ
しやすい補助力

【出典】株式会社 イノフィス
HPより

UX

UIの壁？
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機能の本質に辿り着く前の葛藤

【写真】砧ホームより
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・装着に時間が掛かる
・使いたい時にない
・エアポンプが落ちる
・ポケットが使えない
・汚れが気になる

介護現場の反応

UIの壁？

・使用後はベルトを緩める
・動線を考えて配置する
・エアポンプに輪ゴムを巻く
・ウエストポーチを準備する
・使用後に消毒、消臭する

・滑らかでイメージ
しやすい補助力

UX

使い方のルール
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共用上のルールが活用を促進させる

【写真】砧ホームより
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良い変化は
すぐに常態化して
当たり前になってしまう。
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2）評価力

良い変化を（定期的に）収集する！

KPI※を設定し、導入前の状況を忘れずに残す！

以前は..

※KPI・・・Key Performance Indicatorの略
「目標を達成するために必要な各プロセスを

どのくらい達成できているか計測し、
評価するための指標」

17



良い変化を
共有することで実感を促し、
発信することで強化される。
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3）発信力（共有力）

外部への発信によるブランド確立！

内部での共有によるモチベーション向上！

成
果
新
聞
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効果

あるものではなく

出すものである。

鈴木 健太

は、

By
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3. 導入に向けたリテラシーの向上
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外殻型

これまでのアプローチ

これから必要な
アプローチ

内核型

【教育・理念・専門性】

介護施設

管理者層

視点：外
情報：多

ﾘｰﾀﾞｰ層

視点：内
情報：少

現場の介護職員

視点：内
情報：少内発的動機付け

管理者と現場介護職員の温度差
と必要なアプローチ

【現場理解】
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【出典】「介護サービス事業（施設サービス分） における生産性向上に資するガイドラン」
（厚生労働省HP）より

ロボット・ICT活用の基礎的理解
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人類の営みは、
道具によって進化してきた・・。

“介護”という営みも、

道具によって進化する。

砧ホーム 介護部

『活用理念』による内発的動機付け

We are humans, not monkeys.
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『医療に医療機器があるように、

福祉に福祉用具があって、

それらを使いこなすのは当然

それぞれ専門職の専門性である。』
砧ホーム 介護部
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『専門性』による内発的動機付け
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1.ロボット・ICTの活用の背景

2.活用の要点から学ぶ必要な準備

3.導入に向けたリテラシーの向上
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ふくしまから！
新時代の介護を
切り拓きましょう。
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